
「さよなら原発」と「平和ネット」

小倉駅前で連続街宣
　今日（11月19日）
の夕方は、まず「さ
よなら原発北九州」
のグループが街宣
をやって、その後は
我々「平和をあきら
めない北九州ネット」が同じ街宣をやるという、非常
に濃厚な小倉駅前でした。
　しかもっ！（加藤風　笑）89年ぶりという「ほぼ皆
既」の部分月食という超豪華版！僕らのリレートーク
では、やっぱり「市民と野党共闘」に確信を深めた、
あるいは自信を持とう！という話が中心ですよね。
　それに改憲の動きが急だけど、それを押し返そう
という気迫の訴えもありました。

　総選挙の結果に対して
の「がっかり感」は、も
う完全に通過し、みんな
の気持ちは次なるステー
ジに向かっています。
で、スピーチの最後の〆

は僕だったんですけど、まわりのビルに囲まれて見
えなかった「月食」が、ステーションビルの斜め上に
見えてきたんです。
　誰かが「あ、見えた」と言ったと同時に、その周辺
のみなさんは月の方に向いてしまって、そのうちだ
んだん人が集まってしまって、僕は演説どころじゃ

なくなってしまったという・・(笑)
　ま、いいじゃないですか。89年ぶりだし、次回は65
年後らしいので。その65年後の日本も含めた世界で
は「戦争」という言葉がきっと「死語」となっている
ことでしょう。そんなことを願っています。

（竹内俊一さんＦＢより）

「自衛官等募集に関する対象者情報提供」を中止せよ！
　北九州市は自衛官募集に係る対象者情報の提供方法につい
て、防衛省及び総務省の通知により、来年度から紙媒体（あ
て名シール）での提供に変更すると、11月10日に公表しまし
た。　
　これを受けて、本日（11月29日）、「平和とくらしを守る
北九州市民の会」に結集する諸団体が、情報提供を中止す
るよう、市当局に申し入れを行いました。申し入れに参加し
た団体は、小倉地区平和委員会、新日本婦人の会北九州７支
部、北九州子どもと教育のために手をつなぐ会、生活と健康
を守る会（門司・八幡）、北九州市地域人権運動協議会。日
本共産党の藤沢市議、高瀬県議も参加。市当局は、市民文化
スポーツ局市民総務部総務区政課の課長・係長が対応しまし
た。
　その後、１時間ほど、私たちの切実な中止要請を訴えまし
た。
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総総ががかかりり行行動動共共同同代代表表

高高田田健健ささんんにによよるる講講演演
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電話の声に耳を傾ける相談員の皆さん

 

 

リリレレーートトーーククでで発発言言すするる北北九九社社保保協協のの岡岡本本事事務務局局長長 

 

 

電話の声に耳を傾ける相談員の皆さん

 

「「生生保保 111100 番番」」にに８８件件のの相相談談。。

11月 16日（火）に 2ヶ月に 1度の定例開催である「生

活保護 110 番」を実施しました。この日もマスコミによる

当日取材はなかったものの、地域に配布しているチラシ

や今回は新聞の事前告知を見ての相談がありました。

やはり地道な宣伝活動の重要性を感じます。民医連関

係や加盟民主団体に地域ビラ配布の協力をお願いして

いますがそれ以外の地域に、社保協として独自にビラを

配布しています。毎回、地域を変え今まで配布していな

い所に集中的に案内を行っています。その甲斐もあって

か、今回は新たな地域からの相談が多数、寄せられま

した。特徴的な相談を紹介すると「59 歳。男性。2 年前

より失業中。職を探しているがなかなか見つからない。

貯金を取り崩して生活してきたが、それも底をついてき

た。社協の貸付を申し込んでいるが不承認の時が心配。

できれば生活保護は受けたくない。」との相談には「仕

事が見つかるまでの一時保護受給も可能」と保護制度

について丁寧に説明すると「わかりました。ダメだった時

は、役所に保護申請に行きます」と理解を示されました。

相談活動を続けていると、生活保護に対する誤った認

識や忌避感が根強いことを実感します。制度や社会資

源の正しい知識を知らして行くことも、私たちの使命であ

ると思います。現在、感染状況は小康状態で経済も少し

づつ回復の兆しが見えますが、一方で貧困で喘ぎ苦し

んでいる方々がいる事も忘れてはなりません。

「「いいののちちままももるる 緊緊急急行行動動 iinn 北北九九州州」」にに参参加加。。 

いいののちちとと暮暮ららししをを守守るる社社会会保保障障のの充充実実をを訴訴ええるる！！ 
全国一斉蜂起後、ここ北九州で健和会労組、地区労

連、北九社保協が呼びかけ団体となり「いのちをまもる

緊急行動 北九州実行委員会」を立ち上げ、11月 14日

（日）11 時より宣伝行動を実施しました。当日は 9 団体

から 40 名が参加しました。リレートークで社保協からは、

この間におけるコロナ禍での相談会の取り組みやそこで

の困窮に苦しむ相談事例を紹介。脆弱性があらためて

明らかになった社会保障の立て直しこそ、いのちと暮ら

しを守る砦であることを訴えました。参加団体の各分野

からも医療・保健体制強化や窓口負担増反対を訴える

発言があり、最後に高瀬県議の「いのち優先、暮らしを

守る政治への転換をめざしましょう！」との力強いアピ

ールで行動を終えました。さらに幅広い運動をすすめる

べく 11 月 25 日には結成総会が予定されています。
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第43回福岡県人権問題研究集会

地域人権運動の大切さを確認
　第43回福岡県人権
問題研究集会が、11月
２３日（火：勤労感謝
の日）、開催されまし
た。コロナ感染対策の
ため、昨年のように人
数を制限しての集会と
なりましたが、県下か
ら会場いっぱいの参加
となりました。記念講
演は、佐藤直樹さんを
お迎えし、「世間とい
う同調圧力と私たちの
人権」について語って
いただきました。私た
ち一人ひとりにとって、人権とは何かを見つめなお
す良い機会となりました。

　午後からは、社会問題分科会で映画『大コメ騒動
～女性（おかか）たちのたたかい～』、人権問題分
科会で学習『差別発言・差別落書きにどう対処する
のか』（講師：奥山峰夫氏）がそれぞれおこなわれ、
共に学び合い、地域人権運動の大切さを確認し合う
一日となりました。

八幡市民会館の活用を求める連絡会（第64回）

4月の報告集会でパンフレットお披露目
　11月19日（金）、上記連絡会が開催されました。
参加者は9名。前回（10月8日）からの経過報告と当
面する課題について確認した後、本日のメインテー
マであるパンフレット作成について検討。パンフ
レットは20ページで、目次と執筆担当者を決定しま
した。パンフレット完成後、市民報告集会を4月まで
に開催します。
　次回連絡会は12月10日（金）13：30～15：30、大谷
市民センターで開催します。


